
第 2回 検討会

勝村久司氏 ヒアリング資料 (追 加 )

2010年 8月 24日
文部科学大臣 川端 達夫 様

全国薬害被害者団体連絡協議会

代表世話人 花井十伍

私たちは、1999年 8月 24日 に厚生労働省敷地内に「薬害根絶誓いの碑」が建立されて以来、毎年
8月 24日 を「薬害根絶デー」と定め、被害者が一堂に会し、多発している薬害の根絶を目指して、行
政との話し合いをすすめています。今年も薬害根絶を実現すべく、下記の通り要望しますので、真摯
且つ前向きな回答と意見交換をよろしくお願い致します。

要望書
<文部科学行政全般に関して>
【1】 文部科学大臣におかれましては何かとお忙しいことと存じますが、繰 り返されている薬害被害
の根絶には、適切かつ的確な文部科学行政が必要であり、そのためには、<別紙 1>の要請書の通 り、
大臣ご自身が薬害の実情を認識して頂くことが欠かせません。そのために 2ヾ006年 より、薬害根絶デ
ーに大臣ご自身に原則としてご出席いただき、私たち薬害被害者の声を直接聞いて頂き、薬害再発防
止等に努めて頂きました。今年も大臣ご自身の出席をお願いいたします。

<公教育 (小 ,中・高 )に関して>
【1】 私たちは、子どもたちを薬害の被害者にも加害者にもしたくないという思いから、小学校 。中
学校 。高等学校の教育の中で、薬害の歴史を学ぶと共に薬害再発防止に寄与する教育の充実を求めて
きました。子供たちの将来を考えると、(1)医薬品は正しく使用しても副作用が起こりうること、(2)

重篤な副作用被害が生じた場合の対処方法や救済制度の内容、(3)産官学の不作為等によって、医薬品
による悲惨な薬害が繰 り返されてきた歴史があること、等の教育が必要であると考えますが、文部科
学大臣および文部科学省の見解をお間かせ下さい。

【2】 私たちは、小学校 。中学校 。高等学校の教科書に、被害者の視′点に立った薬害の歴史や、消費
者の立場にたった,健全な医療消費者教育をすすめるための記述がされることがとても大切であると考
え、学習指導要領の中で「公害」と併記する形で「薬害」を併記するよう要望を続けてきましたが、
2006年 2月 28日 の国会で、民主党の議員の粘り強い質問によって、当時の文部科学大臣がそのこと
に対して前向きな答弁を得ることができましたが、いまだに実現していません。至急、子どもたちに

薬害の歴史等について伝えるための手立てを確立して下さい。

【3】 これまでの交渉を受け「薬害を学び再発を防止するための教育に関する検討会」が 2010年 7月
より厚労省に設置され、薬害防止教育や医療消費者教育の推進のために、薬害被害を受けた当事者の
視点に立った薬害の歴史や(薬を使用する消費者として必要な項目を記載した教科書の副教材となる
冊子が作成されることになりました。これを当該学年の全国の子どもたちに配布するだけでなく、文
部科学省のホームページに掲載し、全国の教員がダウンロー ドして活用できるようにして下さい。

<高等 (専門 )教育に関して>
【1】 2002年 3月 25日 に、CJD薬害の被害者と国との間で交わされた和解確認書の『我が国で医
薬品等による悲惨な被害が多発していることを重視し、その発生を防止するため、医学、歯学、薬学、
看護学部等の教育の中で過去の事件などを取り上げるなどして医薬品の安全性に対する関心が高めら
れるよう努めるものとする』.と いう一文の主旨に沿って、文部科学省は医学・歯学・薬学 。看護学部
の教育のカリキュラムで、過去の薬害被害について学ぶ取 り組みをする義務があります。したがらて、
それぞれのモデルコアカリキュラムの改訂の際には、専門家らの議論に委ねる前に、文部科学省とし
て、薬害の原因や実態はもとより、被害者や遺族への偏見や差別の歴史などの人権問題も含めた薬害
防止教育を積極的に推進していく必要があると思いますが、文部科学大臣の見解をお間かせ下さい。
【2】 ここ数年間、毎年度まとめて頂いている「薬学問題に対する各大学の取り組み状況」につしヽて
今年度も最新の状況を明らかにして下さい。薬害を知らない医療従事者がつくられてしまわないよう、
すべての大学において、薬害被害者の声を直接聞く授業を実施して、適切な医療倫理 。人権学習等が



なされていくよう要望していますが、近年、実施率が伸び悩んでいます。実施した大学では、効果が
高かったことが報告されていることから、この「取り組み状況」を把握を受けてく実施しない大学に

対して至急対策を講じて下さい。また、薬害は一つではないので、被害者の声を聞く授業を複数回実
施している大学の実践例などについても、‐その効果も合め把握できれば公表して下さい。
【3】 厚労省やその外郭団体は薬害や医療被害者の体験や思いを生かすべく、医療に関わる審議会や
検討会に被害者の委員を多く採用しています。医学 。薬学教育等の問題を議論する文部科学省の審議
会や検討会においても、薬害被害者らが委員として参加できるようにして下さい。特に、医学・看護
学 `薬学等のモデル・コア・カリキュラム改訂に関する委員会に、薬害の再発防止を誰よりも本気で願
い活動している薬害被害者が委員の二人として参加できるようにして下さい。
【4】 近年、インターネット上の掲示板やブログなどで、医師による薬害被害者や医療被害者に対す
る、事実と異なる偏見や誹謗中傷が頻繁に書き込まれることが繰り返されていることを強く危惧して
います。このことについて、文科省としても大変憂慮している旨の回答が一昨年ありましたが、その

後の2年間に具体的にどのような対策を講じられたを明らかにして下さい。また、こういう事態が今
後起こらないようにするためにどのよう̀な対策が必要だと考えられているかも明らかにして下さい。
【5】 医学教育モデルコアカリキユラムの改訂に際し、現行の内容に対して<別紙2>の通りの改訂
を要望します。関連の委員会で前向きな議論をして頂きますようお願いします。

<生涯学習に関して>
【1】 2006年の交渉を受け、 (財 )人権教育啓発推進センタすが発行するパンフレットに「エイズと
人権」「エイズと薬害」の項目を入れていただきました。その際に、今後は新たに消費者教育の観点
から、ひろく薬と薬害や医療の問題をテーマにしたパンフレットの作成に前向きな形で考えたい旨の

言葉をいただきました。このことの具体化に向けた取り組みを始めて下さい。
【2】 生涯教育の中で薬害問題の教育等を推進することの重要性について周知させる旨のお話しがあ
りました。消費者教育としての薬害の構造や、人権教育としての薬害被害者への差別 。偏見の歴史に
ついて、どのような形で周知され、その結果どのような効果が出てきているかを明らかにして下さいも

<国立大学法人付属病院に関して>
【1】 毎年、国立大学法人付属病院で、薬害被害者や医療被害者の声を直接聞く職員研修を積極的に
実施するよう要望し続け、実施を働きかける旨の前向きな回答を頂いてきましたが、実際はほとんど

`

行われていません。このような職員研修が広がるための取り組みを今年度こそ始めて下さい。
【2】 全国の医療機関の模範となるべき国立大学法人付属病院において、カルテ開示請求ができる旨
を病院がどのように知らせているかなど、医療情報の共有に向けた取り組みの仕方|こ ついて調査して
下さい。また、本人及び遺族からカルテ開示請求はどれくらいあったか、さらに、非開示事例があれ
ば、その内「診療への支障」を理由にしたものについては、請求者がそのことについて納得している
か否かについても調査して下さい。

【3】 近年、大学附属病院におけるカルテ開示の請求の際に法外な手数料を請求されたり、コピー代
を実費よりもかなり高く請求されたりするなどの事例があり、医療情報の開示や共有を妨げる要因と
なっています。各大学附属病院におけるカルテ開示請求の際の手数料や壼ピー代の値段について調査
し、その結果を明らかにして下さい。また、その結果、カルテ開示請求を妨げるような価格を設定し
ている大学附属病院に対しては、良識的な価格設定にするよう改善指導をして下さい。
【4】 薬害肝炎事件では、カルテやレセプトの保管期間が過ぎてしまった患者の多くが投与された血
液製剤の製品名を知ることができませんでした。また、知らない間に点滴の中に入れられてぃた陣痛
促進剤による事故が繰り返されてきた歴史もあります。これらの問題を防ぐために、薬害被害者らの
声によって、2010年 4月 から、全患者へのDPCの中身も含めたレセプト並みに医療費の中身を詳し
く記載した診療明細書の無料発行が療養担当規則によって義務付けられました。にもかかわらず、医
療機関の窓口で患者に対し「診療明細書が必要か否か」を聞いたり、発行願いの申請文書を出させる
など、診療明細書の発行にハードルを設けている医療機関があるとのことです。全国の医療機関の模
範となるべき大学附属病院で、同様の事例がないか調査し、もし、あれば、改善指導をして下さしヽ。

以 上



<帰J紙 1>

文部科学大臣 川端 達夫 様
2010年 8月 24日

全国薬害被害者団体連絡協議会

世話人代表 花井十伍

『薬害根絶デT』 への出席のお願い (要請書 )

大臣におかれましては、日々の文部科学行政へのご尽力に対し、敬意を表します:)

さて私達は毎年8月 24日 を「薬害根絶デニ」と定め、多発している薬害の根絶を目指して、被害者
が二堂に会して行政との話し合いをすすめております。今年も下記の要項で「薬害根絶デー」の取り組
みを致します。ご多忙とは存じますが、ご出席いただいて御一緒にお考えいただければ幸いです。 特
に、午前中に予定されている「文部科学省交渉」は、毎年1回行われ今年で12回 目になります。 |
その1回 目では、担当官僚が「薬害」と|「薬物乱用」を混同した回答に終始したことを受け、翌年の

2回 目の交渉では、薬害に対する理解と認識不足にういて官僚らが謝罪をするという状況でした。
3回 目の交渉の後の2002年 3月 25日 に(ヒ ト乾燥硬膜ライオデュラの移植によリクロイツフェルト・

ヤコブ病に感染した患者本人・家族 。遺族らと厚生労働大臣・被告企業らとの間で和解が成立し、その
確認書の中で「我が国で医薬品等による悲惨な被害が多発していることを重視し、その発生を防止する
ため、医学、歯学、薬学、看護学部等の教育の中で過去の事件等を取り上げるなどヒノて医薬品等の安全
性に対する関心が高められるよう努めるものとする」と約束されました。しかし、同年8月 の4回 目の
交渉で、その和解確認書の内容自体を文部科学省が把握していなかったことが明らかになり、翌年の5
回目からようやくこの和解確認書に沿った取り組みが少しずつ進められてきた状況です。
そして、2006年 8月 24日 の文部科学交渉では、当時の文部科学大臣にご出席いただき、私たち薬害

被害者と直接の面談を、していただきましたしまたその場で大臣は、今後も大臣が誰に替わろうとも、毎
年、大臣が参加し続けるよう申し送る旨の発言をされました。その翌年も文部科学大臣に直接ご出席しヽ
ただき、「我々の立場としては薬害の恐ろしさ、薬害が出てくる背景を小さいときからしらかり子どもた
ちに身につけさせていくことが大切。」などの発言をぃただくなどし、現在に至っています。
何かとお忙しいことは承知の上ですが、繰り返されている薬害被害の根絶には、適切かつ的確な文部

科学行政が必要であることをご理解頂くために、ぜひ、今年も「薬害根絶デー」の取り組み、特に文部
科学省交渉の場にご参加頂きますよう、お願い申し上げます。

記

2010年 8月 24日 (火 )

文部科学省交渉 (文部科学省内)   lo:oO～ 11:30
碑の前行動 (厚生労働省前庭碑の前) 13:00～ 13:20
厚生労働省交渉 (厚生労働省内)   14:00～ 16:00

全国薬害被害者団体連絡協議会

財団法人 いしずえ (サ リドマイド福祉センター )

イレッサ薬害被害者の会
MMR(新 3種混合7クチン)被害児を救援する会
財団法人 京都スモン基金      

´

大阪HIV薬害訴訟原告団

東京HIV訴訟原告団

薬害筋短縮症の会 (
薬害肝炎全国原告団

陣痛促進剤による被害を考える会
スモンの会全国連絡協議会

薬害ヤコブ病被害者・弁護団全国連絡会議

程

程

日

時



<別紙 2>
2010年 8月 24日

文部科学大臣

川端 達夫 様

、     全国薬害被害者団体連絡協議会

世話人代表 花井十伍

医学教育モデル・ゴア・カ リキュラム改訂に関する意見    ,`

本年 6月 16日 に開かれた、モデル・コア・カリキュラム改訂に関する「連絡調整委員会」 (第 1回 )

及び「専門研究委員会」(第 1回 )において、当協議会にヒアリングの要請があり、副代表の勝村より、
主に下記の 5点をまとめとした発言をさせていただきました。

1.薬害や医療被害の歴史と事実経過、その背景や真相などを、再発防止と強く願う被害者の視点
からしっかりと伝える。

2.事実ではない情報を発信したり、そのような情報に惑わされたりしないように、薬害等の事例
における偏見や差別の歴史を伝える。

3.医療情報の公開、開示、共有の歴史的経過や意義を、被害防止の観点からしっかりと伝え、情
報 リテラシーを高める。

4.医学を根拠に仕事をする者としての学問的良心、人間を相手にする仕事をする者としての職業
的良心を大切にする価値観を育てる。

5.患者、社会的弱者、薬害 。薬の副作用・医療事故被害者らを救済する制度を伝え、救済の役割
を担えるようにする。

これらの内容を、カリキュラムに活かして頂きますよう改めて要望します6

さらに、本年 9月 以降、本格的に議論が始まる予定となっている医学教育モデルコアカリキニラム
の改訂について、現行のカリキュラムに対する具体的な改訂案を下記の通 り追加して要望しますので、
議論に反映していただきますようよろしくお願いします。

※「 A 基本事項>2 医療における安全性確保ン (2)医療上の事故等への対処と予防」の項目に
以下を加える。

○薬の副作用と薬害の違いを説明できる。また、それぞれの薬害について、その原因と被害の実態に
ついて正しく説明できる。

○薬害の被害者が差別や偏見の対象となってきた歴史を説明できる。

○インターネット上で医師による被害者への誹謗中傷、デマの流布、個人情報の暴露などの事件が起
こった事実と背景を説明でき、適切な情報リテラシーを身につける。

○カルテ開示、レセプト開示、診療明細書の発行などの医療情報の開示が、薬害や医療事故被害者ら
による被害の再発防止を願う思いから進んできた事実とその意義を説明できる。

○薬の副作用被害者や薬害被害者・医療事故被害者やその遺族に、事実を隠さず情報提供すること、
被害者に救済制度の活用を促すこと、被害の報告をし再発防止に努めることのそれぞれの重要性を説
明し実行できる。

なお、歯科教育のモデルコアカリキュラムに関しても同様の意見です。

以 上
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冤

拝

出

婁

科
大
は
、
医
学
、
藁
学
、
■

霞
学
す
べ
て
の
学
生
を
対
象

と
し
た

「医
壼
撃
入
肩
」
の

二
環
と
し
て
２
月
に
楽
書
エ

イ
ズ
の
積
密
着
を
摺
く
。

藁
害
エ
イ
ズ
、
サ
リ
ド
マ

イ
ド
な
ど
の
被
害
者
で
つ
く

塁盤
Ｅ
Ｅ
会

（花
丼
十
伍

。
代

壺
膏
Ｅ
Ｔ
Ｏ

は
、
教
科
書
の

暮

８

発

憲

ど
蔓

碧

録

〓
暑

茫

。

言

貫

冨

告

「蕃

二

塁

さ
な
い
た
め
に
は
被
書
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
出
発
誦
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
医
学
教
育
に
は

彗

８

喬

こ
２

い

う
発
想
が
な
か
っ
た
。
被
書

者
ほ
だ
れ
よ
り
も
■
剣
に
薬

害
の
再
発
防
止
策
を
考
え
て

い
る
。
そ
の
思
い
や
意
見
を

医
学
教
育
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。 来年度η大で



赤
う

ゃ
ん
は
、

明
け
方
に
生
よ
れ
る

こ
と
が
多

い
。

京

都
府
川
贅
郡
木
＝

‐―ＩＪ
の
高
校
教
師

、
勝

村
久

司

さ
ん
■

一が

「
り
生
省
に
報
告
さ

れ
た

―

年

―１１１

の

―――
生

デ
ー

タ
を

取

り

０

せ

、　
一
時

―ｌｌｌ
Ｌ
一こ
の
出
生
数
に

分

Ш

し

て

グ

ラ

フ

に
し

た
。
そ
う
す
る

と
、

出
生

数
の
ピ
ー

ク

は
午
前
六
時
か

ら
ｔ

時
で
、

Ｈ
氏

は
午
後

Ｌ
時
か
ら

人
時
だ

ふも
、
さ
れ

い
な
波
形
の

正
弦
曲
線
を

描
い
て
い
る
。

赤
ち

ゃ
ん
の
砥
生

警

は

「
潮
の
干
満
に
関

係
が
あ
る
」
な
ど
、
さ
ま
　
　
　
　
　
　
〓

さ
ま
な
説
が
あ
る
。
潮
の
干

綱
は
、

月
が
関
与
す
る
が
、
こ

の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
ど
う
も
太
鮨
が

影
留
し
て
い
る
よ
う
だ
。
専
門
家
の
意
見

そ
川
き
な
が
ら
、
赤
ち

ゃ
ん
は
ど
ん
な
時
に
産

′‥‥
を
あ
げ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
。

（
梶
川
　
伸
）

勝
村
さ
ん
夫
婦
は
、

「
帥
痛

促
避
則
の
た
め
に
子
供
が
死
亡

し
た
」
と
し
て
、
病
院
を
相
手

ど

っ
て
畑
書
賠
償
請
求
爵
訟
を

遅
こ
し
て
い
る
。
陣
痛
促
進
剤

は
、
強
制
的
に
出
産
さ
せ
る
た

め
、
時
間
＝
こ
と
の
出
産
数
も

特
異
な
カ
ー
フ
を
価
く
。
で
は
、

自
然
の
出
産
だ
と
ど
う
か
。
そ

れ
を
調
べ
る
の
が
、
グ
ラ
フ
を

作

っ
た
目
的
だ

っ
た
。

ν
生
省
に
報
告
の
あ

っ
た

一

九
八
四
年
か
ら
十
年
間
の
出
生

百

目
ピ
■
ク

午
前
６
時
１
７
時

ヽ
１‥
も
開
い
て
い
た
。

ま
た
、
同
し
期
間
の
研
院
と

診
薇
所
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
化
し

た
。
午
後

二
時
台
が
ピ
ー
ク
と

な
り
、

昼
間
が
多
く
、
夜
が
少

な
い
曲
線
で
、
助
麗
所
で
の
出

生
数
と
は
顔
立

っ
た
違
い
を
見

せ
た
。
助
村
さ
ん
は

「
網
院
や

診
療
所
で
は
、
医
師
の
都
合
に

合
わ
せ
、
田
痛
促
進
剤
で
出
産

時
間
を
調
整
し
て

い
る
た
め
」

と
』
す
。

そ
う
な
る
と
、
生
命
の
神
秘

を
探
る
時

に
参

考

に
な

る
の

は
、
助
産
所
で
の
出
生
数
の
美

し
い
カ
ー
プ
。
膀
村
さ
ん
が
グ

デ
ー
タ
の
う
ち
、
助
産
所
で
の
　
一ラ
フ
化
す
る
時
に
相
談
し
た
愛

出
生
だ
け
を
ま
と
め
た
。
助
産
　
知
県
鷲
洵
市
の
産
喘
人
科
医
、

所

で
は
ほ
と
ん

ど

が
普
通
出
　
山
田
哲
男
さ
ん
■
ι
は
、
太
層

産
。
印
輌
促
進
剤
な
ど
人
為
的
　
と
の
麗
係
に
思
い
を
は
せ
る
。

な
方
法
に
頼
る
こ
と
は
あ
ま
り
　
　
山
田
医
師
は

「
出
産
は
赤
ち

辮
量“類
・襲
わ魏
いれ勁粉
属ヽ
い̈斃

一落

　

螂

は
、
午
前
六
時
台
の
八
千
六
百
　
赤
ち

ゃ
ん
が
上
ま
れ
る

一
と
、

七
十
九
人
。
政
鬱
夕
方
に
向
け
　
出
産
の
生
組
み
を
説
明
す
る
。

て
下
が
り
賃
け
、
年
後
七
愕
台
　
　

，
一ん
な
時
、
赤
ち

ゃ
ん
が
一
生

´
六
千
五
百
四
十
五
人
で
最
低
　
ま
れ
た
い
」
と
決
め
る
か
は
、

に
な
る
。
そ
の
後
、
早
明
に
か
　
わ
か

っ
て
い
な
い
。
山
田
医
師

け
て
再
び
増
加
し
て
い
く
。
量
　
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

大
と
量
低
の
差
は
、

二
千
人
以
　
満
ち

潮
の

時

に
よ
く
生

ま
れ

1京都の高校教師 勝村さんがグラフに

甕
攣́

蒙

躙

黎

蒙

赤 ちゃんが生まれたのはいつ ?(2事 と写真は38係あ り

ません)一円内は勝村さん

る
、
と
の
印
象
を
持

っ
て
い
た
。

し
か
し
勝
村
さ
ん
が
作

っ
た
グ

ラ
フ
か
ら
は
、ヽ
大
旧
と
の
関
係

を
感
じ
る
と
い
う
。

「
地
球
自

体
が
大
陽
の
大
き
な
影
書
を
受

け
て
い
る
。
明
、
太
闘
と
と
も

に
生
命
が
誕
生
す
る
と
い
う
の

は
、
餐
的
で
は
あ
る
が
、
考
え

ら
れ
る
こ
と
だ
。
医
学
で
は
分

析
で

き
な
い
力
が
働
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

で
は
、
実
際
に
出
産
に
理
わ

る
助
産
婦
は
ど
う
み
る
か
。
大

阪
市
天
王
寺
区
三
ケ
崎
町
、
後

藤

ア
ヤ

ノ
さ
ん
η

し

に
闘

い

た
。
後
藤
さ
ん
は
自
宅
で
出
産

と
の
関
係
も
否
定
し
な
い
。
「
自

然
界
の
法
則
に
従

っ
て
い
る
こ

と
は
確
か

」
と
題
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
理
学
部
の

藤
原
正
彦
教
授

（
数
学
）
は
、

月
の
満
ち
欠
け
と
出
生
数
の
関

係
を
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
劇
的
で
は
な
い
が
、
潤
月
ゃ

新
月
の
前
後
は
出
生
数
が
多
く

な

っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
研
究

の
時
も
、
助

産
所

の
デ
ー
タ
で

実
施
。

「
病

院
で
の
出
産
時
刻

は
人
為
的
な
の
で
、
対
彙
に
で

き
な

い

一
と

い
う
の
が
理
由
だ

っ
た
。

勝
村

さ
ん
の
グ
ラ

フ
に

つ
い

て
、
藤
原

教
授
は

「
サ
ン
プ
ル

数
も
多
く

、
続
計
的
に
は
完
全

だ
。
最

高
と
最
低
の
差
も
大
き

く
、

び

っ
く

つ

し

た
。

鴻

の

す
る
人
の
た
め
の
、
出
張
専
門

の
助
涯
婦
。
こ
れ
ま
で
に
二
万

人
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
。

「
生
ま
れ
る
の
は
昼
夜
に
か

か
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
ど
う

ら
か
と
い
う
と
、
夜
か
ら
明
り

方
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
正
午

こ
ろ
の
出
産
は
少
な
い
が
、
夜

に
駆
け
つ
け
て
朝
帰
る
こ
と
は

賠
欄
あ
る
。
赤
ち

ゃ
ん
も
昼
間

ｔ
ざ
わ
さ
わ
し
て
い
る
の
を
α

じ
る
が
、
夜
尊
落
ち
着
い
て
生

ま
れ
る
単
鯛
を
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い

一

後
鷹
さ
ん
の
体
酸
談
も
、
太

蜀
と
の
関
係
を
思
わ
せ
る
。
し

か
‐
）、　
一．満
濁
に
向
か

っ
て
い

る
時
は
陣
痛
が
強
い
」
と
、
月

199'年 よ月27日

作
り

七
千

千
満
と
関
係

づ

け

る

説

は
、
こ
の
グ

ラ
フ
か
ら
吉

え

な

く

な

る
。
理
由
は

な

ぞ

だ

ろ

う
が
、
大
変

面

白

い

嬌

果
だ
。
初
産

と
を
産
用
に

分

け

る

な

ど
、
さ
ら
に

諄
し
く
調
べ

て
み
る
と
い

い
の
て
は
な

い
が

「
々
．
，

関
心
を
示
し

て
い
る
。

10年間 (1984～93)の助産所
での時間別出生数

病瞑■お暉所
886763

綱  タデ」埼 D
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社

お産の操作
危

険

を

直

視

し

よ

う

日
本
の
が
ち
ゃ
ん
は
、

平
日
の
場
を
避
ん
で
生
ま

れ
て
く
る
…
…
。
そ
ん
な

奇
妙
な
こ
と
が
、
あ
る
は

ず
は
な
い
。
　
　
　
・

と
こ
ろ
が
、
厚
生
省
の
人
口
動
態
統
計
を
も
と

に
グ
ラ
フ
を
描
く
と
図
の
よ
う
に
な
る
。

土
口
や
祝
日
、
年
末
年
始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
は
出
生
数
が
極
端
に
落
ち
、
火
鵬
日
に
は

跳
ね
上
が
る
の
だ
「
出
生
時
刻
も
い
午
後
二
時
こ

ろ
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
現
段
は
、
子
寓
を
人
工
的
に
収
縮

さ
せ
る

「障
痛
促
進
剤
」
と
呼
ば
れ
る
婆
が
登
場

し
た
こ
と
、
日
本
の
少
な
か
ら
ぬ
医
療
機
関
が
、

そ
れ
を
利
用
し
て
、
出
産
の
同
時
を
操
作
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
，

背
景
に
は
、
体
日
や
夜
間
の
人
件
徴
を
抑
え
た

い
と
い
う
経
情
上
の
要
請
が
あ
る
。

出
産
計
を
平
日
に
変
え
る
こ
と
は
、　
一
見
安
全

そ
う
で
、
技
術
の
勝
利
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
だ

が
そ
れ
が
、
悲
劇
を
招
い
て
い
る
。

大
阪
尚
裁
で
、
枚
方
市
民
肩
院
が
敗
訴
し
た
、

八
年
半
前
の
事
件
は
典
型
的
な
例
だ
。

勝
村
却
栄
さ
ん
は
当
時
二
十
九
歳
、
つ
わ
り
も

脳
く
、
妊
娠
の
経
過
は
順
調
だ

っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
枚
方
市
民
病
院
で
定
期
検
診
を
受
け
た
年
末

の
月
曜
日
、

‐１ｌｉ
揃
も
起
き
て
い
な
い
の
に
、
主
治

医
の
副
院
長
か
ら

「入
院
し
な
さ
い
」
と
い
わ
れ

た
。
陣
痛
促
進
剤
を
、
そ
れ
と
は
知
ら
さ
れ
ず

に
、

一
時
間
こ
と
に
飲
ま
さ
れ
た
。

こ
れ
が
発
端
で
理
栄
さ
ん
は
、
火
略
の
未
明
か

ら
興
常
な
子
富
収
縮
に
製
わ
れ
、
死
の
危
険
に
直

雨
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
仮
死
で
生
ま
れ
、
九
＝
後

に
ご
く
な
っ
た
。

非
政
府
組
織

（Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

「陣
桶
促
進
剤
に

よ
る
被
害
を
考
え
る
会
」

（出
元
明
夫
代
表
）
に

は
二
百
七
十
六
件
の
被
告
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

第

一
は
、
出
産
日
を
人
為
的
に
変
え
る
こ
と

や
、
こ
の
業
の
も
つ
危
険
性
に
つ
い
て
、
医
師
が

産
婦
に
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。

業
に
よ
る
急
激
な
子
宮
の
収
縮
は
子
自
破
裂
や

仮
死
出
産
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
に
、
脳
性
マ
ヒ
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
こ
と

も
あ
る
。
待
ち
望
ん
だ
誕
生
の
日
が
、
母
子
の
命

口
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

共
通
す
る
第
二
は
、
大
阪
の
判
決
で
も
指
摘
さ

れ
た
医
療
機
関
の
貧
し
い
体
制
だ
。

こ
の
薬

へ
の
感
受
性
は
、
人
に
よ

っ
て
大
き
な

差
が
あ
る
。
注
意
深
く
観
柴
し
、
異
常
が
起
き
た

ら
餃
速
に
処
世
す
る
体
制
が
不
可
欠
だ
が
、
Ｗ
栄

さ
ん
の
場
合
は
、
夜
間
は
助
産
姉

一
人
が
新
生
児

撃
と
陣
痛
窒
を
か
け
持
ち
し
て
い
た
。

陣
痛
促
進
剤
が
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
ケ
ー
ス
も

あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
場
合
も
、
二
十
四
時

間
態
勢
で
観
察
、
検
査
、
処
置
が
で
き
る
先
進
諸

国
な
み
の
体
制
が
な
け
れ
は
、
母
子
は
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
。
日
本
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
先
進
諸
国

と
比
べ
、
ま
だ
ま
だ
高
い
の
だ
。

再
外
で
は
、

「常
時
フ
ル
態
勢
」
が
病
院
の
常

識
で
あ
る
。
夜
間
や
土
日
は
予
測
で
よ
い
と
い
う

日
本
の

「常
識
」
を
変
え
、
危
険
や
悲
劇
を
防
ぐ

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
、
い
ま
検
討
中
の
医
燎
法

改
正
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

薔日未 あ 日労i蚕苗生ご

市ヽit2,ttケ :ま浸轟i「ti村■ヤ員市iTttt
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2005年 平成r年)12月 8日 本曜日

ず
さ
ん

分
娩
管
・理

０
』
簑
銅

れ鍋
鵡
懸
ｔ酪
簗

朝
調
峰
誇
“

ぃ知用に淋をっ賓鵜観躙鰤

獅
認
諄
鵡
駆
輌

鶉
駐
製
糧
眺簑

朧許
断
を「酬
製
『

詢斜
銹
群
雙
斜

える。錠剤を投与したケ
―
ス
で
、

「監
視
装
置
は
必

畳
な
い
」
と
医
師
が
勝
手
に

判
断
し
て
腱
児
が
死
亡
し
た

り
、
薔
置
の
記
録
を
的
破
に

判
断
で
き
る
ス
タ

ツ
フ
が
不

在
だ

っ
た
例
も
あ

う
た
。

ま
た
、

「
本
当
に
必
要
な

投
与
だ

っ
た
の
か
」
が
裁
判

で
争
わ
れ
る
例
も
少
な
く
な

い
。
出
生
数
を
分
析
す
る
と
、

週
禾
や
夜
間
が
少
な
い
と
い

う
割
り
が
あ
り
、
医
療
側
の

都
合
に
よ
る
計
画
分
娩
と

の

指
摘
も
あ
る
。
厚
生
労
働
省

や
関
係
学
会
は
適
正
使
用
を

繰
り
返
し
現
場
ｔ
徹
底
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

【
子
城
昇
】

市民団体調査

三
医
師
が
不
適
切
使
用
」

＝
商
促
進
剤
の
投
与
に
よ
る
剛
作
用
で
死
亡
し
た
子
ど
も
が
９２
年
以
降
、
全
国
で
少
な
く
と
も
１
０
０
人

に
上
る
こ
と
が
被
当
者
や
医
興

弁
護
士
ら
で
つ
く
る
市
民
団
体
「
μ
痛
健
造
剤
に
よ
る
被
書
を
考
え
る
会
一

（出
元
明
美
代
表
、
愛
簸
県
今
治
市
）
の
日
査
で
分
か
っ
た
。
母
観
も
η
人
が
死
亡
し
た
。

９２
年
１０
月
に
旧

厚
生
省
が
医
師
向
け
の
添
付

〈説
明
）
文
■
を
改
訂
し
注
意
喚
起
し
た
が
被
留
は
減
ら
ず
、
こ
の
５
年
間
に

限

っ
て
も
子
ど
も
１３
人
、
母
８
人
が
死
亡
し
て
い
る
、
医
師
の
不
適
切
な
使
用
が
原
因
と
み
ら
れ
、
同
会
は

９
日
、
通
正
使
用
の
徹
底
や
産
科
医
療
体
制
の
見
直
し
を
厚
生
労
働
省
に
求
め
る
。
　

　

　

　

【宇
域
昇
】

”
年
Ю
月
ヽ
今
年
９
月
に

同
会

へ
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は

∞

都

道

府

県
の

計
２

１
０

件
。
う
ち
死
亡
し
た
の
は
、

母
子
合
わ
せ
て
１
２
７
人
に

連
し
、
騒
性
ま
ひ
な
ど
重

い

後
週
障
害
を
負

っ
た
子
ど
も

は
“
人
、
和
神
Ｆ
書
な
ど
が

残

っ
た
母
親
も
５
人
い
た
。

元
■
■
師
の
出
元
代
表
が

被
告
者
や
家
族
ら
か
ら
出
き

取
り
、
カ
ル
テ
な
ど
を
紺
査

し
、
促
進
剤
の
影
響
と
認
め

た
も
の
を
集
計
。

こ
れ
以
外

漿州榔一一弾̈
費『は多一い卸̈
確“」］増卿『は 震

興
が

雙

製

脚

よ
る
監
視
を
行
う
こ
と
を
明

記
す
る
な
ど
、
注
菫
を
呼
び

か
け
た
。

と
こ
ろ
が
（
口
金

へ
の
根
青
鮨
■
は
苺
年
の
よ

う
に
奇
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
出
元
代
表
は

「
『分
挽

指
針
作
成
を
依
頼

厚
生
労
働
省
医
栗
良
品
局

安
全
対
策
課
の
話
　
市
民
団

体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
諄
痛
促

態
剤
に
関
す

０
刷
堡

甕

Ｅ

留

は
製
薬
企
業
に
辿
絡
し
、

現

場
の
医
師
に
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
使
用

上
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
の
で
、
関
係
学
会
な
ど
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る

よ
う
依
ｍ
し
て
い
る
。

は
救
螢
霞
憲
』
と
位
置
づ
け

て
、
夜
四
や
休
日
の
出
産
は

地
域
で
当
番
制
を
設
け
る
な

ど
工
夫
す
れ
ば
、
不
型
な
促

獅

鰐

戯

８

百

な

い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

陣
痛
促
進
剤

９２
年
の
注
意
喚
起
後
も



妊婦への説明と同意を
厚労省が求めた陣痛促進剤

危
険
性
な
ど
を
十
分
説
明
し
、
同
意
　
曇
月

毛
一
て
か
ら
投
巧
す
る
｝」と
こ
楽
罰
　
一冗

を
観
察
す
る
こ
と
も
求
め
た
。
不
十
　
ム
刀

分
な
説
明
で
投
与
さ
れ
、
副
作
用
で
　
０
「

子
宮
破
裂
な
ど
に
な

っ
た
被
害
者
団
　
出
刀

体
が
改
訂
を
求
め
て
い
た
。

厚

2θ′■年マ日22日

口孝物各新胴 蜘甲1

投
与
時
説
明
、添
付
書
に
記
載

陣
窟
廷

型

通

晨

腫

飼
に

応

同
省
が
添
付
文
書
の
改
訂

を
求
め

た
陣
痛
促
進
剤
は

「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」

「
ジ
ノ

プ
ロ
ス
ト
」

「
ジ
ノ
プ

ロ
ス

ト
ン
」
（
い
ず
れ
も

一
般
名
）

の
３
種
類
．
注
射
液
や
錠
剤

な
ど
７
種
類

の
商

品
が
あ

る
。
こ
れ
を
受
け
、
製
造
販

売
元
の
５
社
は
通
知
内
容
に

沿

っ
て
こ
の
ほ
ど
添
付
文
書

を
改
訂
し
た
。

改
訂
を
求
め
て
い
た
の
は

「
陣
痛
促
進
剤
に
よ
る
被
害

を
考
え
る
会
」

（出
元
明
美

代
表
）
。
同
会
の
調
査
で
は

同
剤
の
投
与
に
よ
る
副
作
用

が
原
因
で
亡
く
な

っ
た
と
み

ら
れ
る
子
供
は
１
９
９
２
年

以
降
、
全
国
で
少
な
く
と
も

１
２
１
人
、
母
親
も
３５
人
に

上
る
と
し
て
い
る
。

同
剤

の
添
付
文
書
に
は

「
妊
娠
末
期
で
投
与
し
た
場

合
、
過
剰
な
陣
痛
や
強
い
子

宮
収
縮
で
胎
児
仮
死
や
子
宮

破
裂
、
頸

（け
い
）
管
裂
傷

な
ど
が
起
き
る

こ
と
が
あ

る
」
と
明
記
。
だ
が
同
会
に

よ
る
と
、
こ
う
し
た
危
険
性

だ
け
で
な
く
投
与
し
た
事
実

さ
え
脱
朋
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

一
野

彗

知
で
、
添
付
文
書
の
「警
告
」

欄
に

「本
剤
を
用
い
た
分
娩

（ぶ
ん
べ
ん
）
誘
発
や
微
弱

陣
痛
の
治
療
の
必
要
性
お
よ

び
危
険
性
を
十
分
説
明
し
、

同
意
を
得
て
か
ら
使
用
す
る

こ
と
」
を
新
た
に
加
え
る
よ

一３

お

ち

陣
痛
促
進
剤
の
効
き
目
は

個
人
差
が
大
き
く
、
少
量
で

も
陣
痛
が
過
剰
に
な

っ
て
し

ま
う
妊
婦
も
い
る
。
同
省
は

点
滴
を
ご
く
少
量
か
ら
開
始

す
る
と
と
も
に
ヽ
正
確
に
投

与
で
き
る
精
密
持
続
点
滴
装

置
を
使
う
こ
と
と
し
た
。

一
般
的
に
出
産
は
子
富
破

裂
や
大
量
出
血
、
脳
内
出
血

や
出
産
前
に
胎
盤
が
は
が
れ

始
め
る
な
ど
の
緊
急
事
態
が

起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
。
特
に

陣
痛
促
進
剤
を
使
う
場
合
、

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
胎
児
の
心
音
や
子
宮
収
縮

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
分

娩
監
視
装
置
を
利
用
し
、
異

常
が
あ
れ
ば
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
も
求
め
た
。

一般名 商品名 製造販売元

オキシ ト
シン

ア トニン
m) あすか製薬

オキシトシン
(同)

富士製薬工業

ジノプロ
ス ト

プロスタルモン
(同)

4ヽ騒 品群

プロスタグラン
ジン (同 )

科研製薬

プロスモン(同) 富士製薬工業

グランディノン
(同)

持田製薬

ジノプロ
ス トン

プロスタグラン
ジン (錠剤)

科研製薬



ッ
ト
上
の
督
せ
込
み

〕滋
耐
願
鷺

琵

覇

醸

“

鳴
製
薔
蜜
重
是
墳
徹
に。

中れ
葬
鶴
艶
聾
紹
鍛
勢
戒
星
聾
町
聯
輯
辮

ヤ
だ
０
ぉ
甍
Ｕ
螢
ご
量
な
」圭
子
承
種
撻
扇

一患
じ
工
毯
若
壁
再
た

因
が
患
き
側
に
あ
る
と
い
っ
Ｔ
羊
辞
駒
麟
〓
件
で
、一産
科
一人
人
が
こ
う
し
た
行
為
を

な
優
墨
‘

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
百
寝
箱
だ
猛
反
摯
丁
う
医
療
一し
て
い
る
こ
Ｉ
脅
優
型

，
べ，

‐
卜
吉昇
警
サ
イ
キ
ベ
デ
二
一慰
書
Ｆ
ほ
葬
籍
■
■
き
と
こ

主
荘
し
て
い

ア
に
意
図
的
に
書
き
加
え
る
一求
め
る
発
■
を
し
た
金
沢
大
一る
。

野
ぅが

■

ｔ鱗

璽

肇

葉

一ギ
鑓
解
諄
面
雛
麗
計
一朴」ｒ件い０̈
彎̈

族
の
思
い
を
踏
み
に
し
る
行

為
貫
韓
比
ド

，
濠
■

狂
辞
勁
菖
壺
整
入

手
し
て
お
り
、
思
質
な
ケ
ー

ス
で
医
師
の
関
与
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
医
道
審

言

言

奇
〓

重

尾

濃

蔓

警

墨

雷

重

夫

賛

‥

警

、

毒

、

‥

こ
‥メ

ン
パ
ー
の
一人
で
高
校

欝

特

台

，

管

↑

廼

胆

蓑
ξ

〓

は
ヨ
察
逝
魯
題
肥

賛

薇

８

螢

と
い
っ
た
魅
唇
Ｒ
Ｌ
Ａ
一。
二

・８

翠

揺
編
軍
蒼

鰹

‥

饉

裂

鋪

二
晨

露

森

唇

承

言

督

ち
始
め
た
と
い
う
。

…

翼

饉

ま

と
、
こ
９

騒

崚

ゝ

Ｆ

零

年

百
曇

医

師
震

曇

だ

、
連

百

者
霧

髯

重

曹

一雲
孫
あ
ち
た
。

】」
磐

§

督

撻

貪

刊

Ω
牟

古

嶋

奮

層

紹

貫

ｌ

奎

鷺

男

亡
レ

筵

嬌
Ｔ
当
範
電
一７
あ
美

へ
の

鳩
基
晨
Ｅ
猫
鰭
ぜ

こ
　

　

　

　

　

　

、
・‐

昨
年
書

重

螢

國

歓

科

科
≧

由

露

委

釜

籠

聰
離
暉

す
べ
て
の
書
き
，込

み
‐を

チ
エ

ッ
タ
ｒ．ヽ
｝Ｃ
覆
切
と
輛
型
甲
し

な

害

雖

ｉ

房

対
策
を、取
っ
て
い
る
」
と
し

て
い
る
。
　
　
´




